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Abstract

A noveユ　optIeal　ユaser rader system utilizing a pair of streak cameras has been

deveユoped｡ Ⅰn order to minimize computing error? the tIine scale is marked by ar玉

opticaユ　pulse regisヒration c且ock｡　This assi汀es an intrinsic resoユutlon of 3 miユ最一

meters.

For fie且d application, mu比i闇avelength- and singユe闇avelength methods are compared

to correcもfor varying atmospheric conCほとions｡　By correcも且ng for atmospheric parameters

such asもhe at幻ospheFIc bounぬTy　且ayer effect as well asもhe temperature along the ray

Erajectory*　a resolut五on of about 1 cm is achieved over a range of 30 km｡ This corres-

ponds to a relative resolutIon ofもhe order of且0 ~　rZ ｡

1.長藤憩測距,高STl測庫

地殻変動や東山噴火の監視などの冒鞄の都塵には､ 10-100 km　の農産薩にわたって高滞度

の謝定をする必要がある｡　この研究の動機となった栗源磯題予知の為のフイリッピンプレートの

移動監視については, 3Q-50k励めレンジが対象となる｡　　長藤啓では大気の減衰量が大きく､微

弱な.�"X-')光を藍L･t誉　v-<A/蝣---:.さ､で賞いSrじ三で曇I".す苓必衰巨､慧東のレーザー測亜儀は使摘出鹿な

い｡　また､大気ゆちぎ(シンチレーションタ　スポットダンシング)が大きくなり､廃り光のタイ

ミン?#?蝣!&'藷-v,x->さ.者.,.震　　　　える.,

20　高精度動座

克在｣/:;さ音t,るJJ.主ミほ主(3<｣一至　　導き分節豊=:･二　言*:(}　　童道で.魔殻変動等の鞍恕な揺らぎを計

荘するには不ト分である　　-." ′萱草ぎ長　束�"�"｣¥t['｡*.崇LtJ弓〉聾72*精げるo　野外で:　度を実革まするの

は､ピziseo^雫<:-<;ilV*走vA必責で､ idklシステムの六砧｣恵長�"｣?y7-C_'tf欠である.,　軍々の研究により

､初めて実用的に10-●7　の桁を実現した｡

3｡電波測距儀との比較

準星電波を周いるVLBI､衛星電波を周も､るGPS　は,それぞれに特徴を持つ｡

VLB摘ま大鹿篠で,計算処理を必要とするが, 1000 km程度成上の凝藩には最適である｡　GPS　は簡

便で渋滞聖にに'?｣み､ #i.サ三輪璃{｣があ.-^､巨ミ貴軽rMきであるC　しかしマイクロ波帽測距は全て永惑

気依存性が著しく(後述) ,気象の影響を完全には除けないため､誤差は　2-3　軌成下にならない

｡それで､申廃藩で分解能10~了の灘塵披今まで盲点になっていた｡光潮塵ではー　天候の障害はある

ものの､義もs'tい　渡が得られる　増聖　あ　ー　今三¥iKi男の目盛とした(,

4｡新しいレーザー粛塵儀

装置の主要な特級は成下の嬢である｡

1.赤外,可視､紫外の三波長を備え､多色法(後述)を可能とした｡

2｡ストリークカメラを履いたO　これにより光子計数に近い感度を持たせー　また受光着の時間遅れ

を解消したO　　さらに電子回路を頗いずに横罫を行ないジッターのないSN改善を可能とした｡

3秒光クロック法を周い,電子回路によらずタイミングを規定出来る棟にして､ジッター誤差を解

消した｡　これによって計測器由身の分解能を最大限に引き出L,I 10~14　の廃り光量でも検出

て　　&



できる0

5｡多色法の検討

大気の温度､気圧,温度の影響を消去するために､多色法が提案されているが､まだ実

周になっていない｡　その理由は､多色法では測定器自身の分解能誤差が却って拡大されるのに､

測定者がまだ十分な分解能を有していない事による｡　光と電波とを組合せる-B法では,電波は湿

度のような最も不確定な要因の影響を受けやすいことと､ピコ砂の時間宥度が出しにくいので､必

ずしも有効ではない｡　ここでは多色法の検討を野外で始めて実行し､その問題点を明らかにし､

改良二波長法による将来の改善策を示した｡

60　気象パラメータの考慮

誤差の庶因になる気象パラメータを野外で詳細に誼べた｡　現地は､沿岸海洋性の気候

なので､その点を十分に配慮して設計した｡　測定基線は通常標高差を持つので､高度補正が必要

となる｡現地を実測して､標準大気モデルとの差を明らかにして補正を行なった｡

特に大気温度の補正が最も重要なので､綿密に粛べた｡晴天時は温度の高度逓減率は断熱的に記述

されるのでー　これを確認した｡　接地境界層の問題はー　地上の垂直温度勾配を実測することで監視

したO　全ての気象パラメータはリアjL/タイムで凝り込んで補正値を計質しておく0

7｡謝凝

短時間揺らぎの標準偏差は,蕗藩に関わりなく一定で､システム自体の分解能を表わし

､ 1*10~了　の程度であった｡　長時間揺らぎ抜気象の影響によるもので､上記の補正を行なうこと

で､常に10　よりも良い分解能を確保した｡　特に日没の時刻を選ぶことで　3審10-7,あるいは

1 cm　の精度の測距が可能となり､目標を達成した｡

これを駿河湾周辺地域における精密測量に適用した結果について述べる｡
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